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県労連第1回幹事団交渉

56歳以上の主幹は引下げ対象で、55歳以下なら、局長でも引下げなし！？
「職員が生きがいとやる気を持って働く視点で」と発言しながら、具体的課題は真逆の回答

県労連幹事団は10月28日、労務統括官との間で第1回幹事団交渉を行いました。

加藤議長のあいさつ、阿部事務局長の重点項目説明の後、石塚労務統括官から回答を受けました。
　石塚労務統括官は冒頭、「現時点で来年度予算は、交付税・臨時財政対策債を3,000億円見込んでも、900億円の不足だ。厳しい財政状況をご理解いただきたい。交渉は、長年の信頼関係に基づくよき労使慣行の下、自主交渉・自主決着の姿勢を堅持する。国が異例の取り扱いでも、人勧尊重の姿勢に変わりない。職員が生きがいとやる気をもって働ける視点で取り組む」とした上で、個別課題について回答しました。（詳細）

　これに対して幹事団からは、

○賃金の引き下げ対象が55歳超なのか？55歳を境にそんな急激に公民較差が違うのか。人により職位も異なり、カーブも異なるはずだ。

○年齢で仕事が変わるのか。

○55歳超を引下げる根拠を明確にしてもらいたい。

○同じ仕事をしながら、年齢区分での引下げは納得できない。

○年齢での区切りはおかしい。当局提案では、55歳以下なら局長級でも引下げされない。職員は到底納得できない。

○人事委員会勧告では、現給保障については「本県の実情を考慮し」とあるが、回答は国と同様だ。そもそも現給保障の廃止は容認できない。当局は現給保障「制度」をどう理解しているのか。

○現給保障は、給与構造改革時の給料表水準の引下げとセットで合意した制度だ。現給保障を廃止するということは、給与水準についても引上げの方向でもう一度交渉するということか。

○特殊勤務手当の必要性を認めておきながら、財政状況を理由に措置しないのは納得できない。

○大災害時の迂回通勤については、実費弁償できる知恵を出すべきだ。

○労働時間短縮を、管理監督者の問題だけにしているが、人員不足が根本的な原因である。

○臨任・非常勤職員抜きに仕事は成り立たない。処遇の改善を進めるべきだ。

○生理休暇については、日数の増ではなく連続以外の取得方法の改善要求だ。前向きに検討を。

○教育現場では、メンタル不全の原因は多忙化だ。実効ある労働時間の短縮策を求める。

○臨任職員については、同じ働き方をしているのに処遇が大きく違う。「同一労働、同一賃金」というILO勧告に反する。

○「職員が生きがいとやる気をもって」というが、提案内容は全く逆だ。震災後職員は、常勤・非常勤･臨任を問わず、実費負担をし、帰りの心配をしながら県民サービスに努めてきた。根拠のない現給保障の廃止を提案するより、こちらが提案している、災害時における退勤時特別休暇や迂回通勤の実費弁償制度を整備すべきだ。

　など、当局を追及しましたが、当局からは誠意ある回答はありませんでした。

　加藤県労連議長は、「議論がかみ合っていない。こちらの主張に対する明確な回答がない。人事院勧告をめぐる政府の整理は例年とは異なる。当局は「情勢適用の原則」「均衡の原則」と言われるが、今年の確定交渉における「情勢適用の原則」「均衡の原則」とは何を指すのか。自律的使関係に向けて、今年の交渉は試金石となる。当局の回答は不透明だ。提案の根拠や理由もはっきりしない。次回の交渉に向け、当局の姿勢を整理してもらいたい。」と述べ、第1回幹事団交渉を締めくくりました。

労務統括官回答

	項　目
	回答内容

	基本賃金
	・人事委員会勧告を尊重し、給料表の改定は行わず、月例給を行政職（１）表の6級以上かつ56歳以上の職員を対象に、1％引き下げる。

・地域手当、期末・勤勉手当、調整額にも跳ね返らせる。

・実施時期は、2011年12月1日。

	所要の調整
	・年間給与の均衡を図るため所要の調整を行なう。

・調整率は0.99％とし、12月の一時金で調整する。

	期末・勤勉手当
	・勧告どおり、改定しない。

	現給保障
	・廃止勧告を受け、平成24年4月から2分の1に削減し、平成25年4月から廃止する。

	育児休業取得者の期末手当
	・国の措置に準じて、1か月以内の育児休業取得者についての期末手当の期間率算定を見直したい。

・国の詳細が決まり次第、しかるべき場で話し合いたい。

	地域手当
	・現行どおり10％とする。

	住居手当
	・昨年の確定における「人事委員会の報告とこれまでの交渉の経過を踏まえ、公民較差の解消の手法及び職員のワークライフバランスの観点などを加味した働きやすい環境づくりについて労使で話し合いの場を設けることとする。」との合意に基づき、本年2月に賃金専門小委員会で話し合いを持ったが、今年は較差も僅かであり、引き続き話し合っていく。

	特殊勤務手当
	・東日本大震災に伴う、特殊勤務手当の特例について、国では6月に制定し、福島第一原発20㎞警戒区域内での作業等について、3月11日に遡って特殊勤務手当が支給されている。

・本県にも対象者がいるが、厳しい財政事情もあり、国の取扱いに準じることは難しい。

	交通途絶時の迂回通勤の実費弁償
	・通勤手当の認定は、一定の期間の通勤に対して行っており、災害時等の個別の取り扱いはできない。

	給料表の号給追加
	・給与構造改革時に、9割をカバーする号給設定とした。これ以上は困難。

	オンコール手当
	・給与は管理監督者の指揮監督下での業務で発生する。自宅で待機している時間は支給できない。

・緊急時呼び出しについて、「呼び出し時」から支給せよとのことだが、出勤までの業務性で支給の可否が決まるので、いかんともしがたい

	福利厚生
	・財政状況が厳しい中で福利厚生も聖域ではないが、福利厚生事業の役割は重要だ。

・これまでの施設中心から、健康、育児等を中心にすることへの福利厚生事業の組み替えについて、引き続き話し合って行きたい。

	労働時間短縮
	・平成20年からは、ノー残業デーに当時の副部長が声かけを行ったり、21年からは管理職を対象に「タイムマネジメント研修」を実施している。

・平成20年度からは、マネジメントサポートの項目に、時短の取組みも加えている。

	メンタルヘルス不全
	・避けては通れない問題であると認識している。

・職場リハビリテーションのアンケート調査を行い、検証の上で事例集を作成中。

・今年から、外部相談窓口を横浜駅周辺に設け、時間外も相談できるようにし、健康管理センターに精神科医である産業医を配置した。

	年休
	・労働基準法の改正にあわせて、年休の繰越をこれまでの日単位から時間単位に変更したい。

	休暇
	・休暇もコストである。

・計画停電等に係る退勤時の特別休暇については、課題として認識している。

・忌引休暇について、国を上回る、配偶者の現行10日を7日に引き下げ、配偶者のおじ・おばを廃止したい。
・生理休暇の分割取得要求については、一般的に継続して与えれば足りる。

	次世代育成
	・育児休業復職者の支援のための研修を実施した。

・「子育てハンドブック」を作成して配布した。

	非常勤等職員課題
	・非常勤報酬は、条例で常勤職員との均衡が定められており、初任給との均衡を図っている。

・臨任・非常勤、再任用職員の療養休暇の有給化の要求だが、雇用に定めがあり、勤務時間も短い形態もあり、難しい。

	定年延長
	・人事委員会の勧告を踏まえ、国の動向に注視し、しかるべき場で話し合って行きたい。

	人事制度
	・研修については、職員の希望に沿った研修となるよう希望を調査し、適切に設定したい。

・マネジメントサポートの対象範囲拡大については、試行結果を踏まえ話し合って行きたい。

・人事評価の給与への反映の検証について、引き続き話し合って行きたい。


2011確定闘争日程

県労連支部代報告集会

○日　時：11月 1 日（火）17時30分～　

○会　場：本庁舎前

自治労県職労決起集会

○日　時：11月 1 日（火）18時30分～　

○会　場：自治会館601
県労連総決起集会

○日　時：11月 7 日（月）18時30分～　

○会　場：関内ホール

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































